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概要 

 日本の多くの大学では、物理学を専攻するには大学受験の試験科目で物理を選択する必

要があります。したがって、物理学を学ぶ女性が増えるためには、大学受験で物理を選択す

る女性が増えることが必要です。そこで本研究では、大学受験で物理を選択する背景にはど

のような要因が関係しているのかを理系大卒男女を対象としたインターネット調査によっ

て調べました。その結果、大学受験で物理を選択した理系大卒男性と理系大卒女性でともに

中学生時または高校１年生時に物理が好きだったと回答する傾向がありました。さらに、理

系大卒男女と物理学者に調査を行ったところ、物理学者は男女ともに小学校・中学校・高校

の頃に物理が好きだったと回答する割合が高かったのに対し、特に理系大卒女性は中学生

の頃に物理が好きだったと回答する割合が大きく減ることが分かりました。この結果は、中

学生の頃に物理を嫌いになる女性を減らすことが将来の物理選択につながる可能性を示す

ものです。 

 

内容 

 日本の多くの大学では、物理学を専攻するには大学受験の試験科目で物理を選択する必

要があります。したがって、物理学を学ぶ女性が増えるためには、大学受験で物理を選択す

る女性が増えることが必要だと考えられます。そこで本研究では、大学受験で物理を選択す

る背景にはどのような要因が関係しているのかを理系大卒男女を対象としたインターネッ

ト調査によって調べました。また、物理学者を対象に調査を行い、物理学者と理系大卒男女

との違いについても調べました。 

 

理系大卒男女についてはインターネット調査会社を通じて 20 歳から 69 歳の 1101 名（男

性 554 名、女性 547 名）から回答を得ました。物理学者については日本物理学会を通じてイ

ンターネットでの調査を行い、同学会に所属する研究者 495 名（男性 423 名、女性 71 名、

その他 1名）から回答を得ました。 

 

二項ロジスティック回帰分析を用いて分析を行いました。その結果、大学受験で物理を選

択した理系大卒男性と理系大卒女性でともに中学生時または高校１年生時に物理が好きだ

ったと回答する傾向がありました。また中学生時または高校１年生時に生物が好きだった

と回答した理系大卒女性については、大学受験時に物理を選択しない傾向がありました。 

 

多項ロジスティック回帰分析を用いて、中学時に物理が好きだったと回答した大卒理系



男女は幼少時にどのような活動が好きだったかを調べました。その結果、理系大卒男性は小

学生時に「屋外で遊ぶことが好きだった」と回答する傾向がありました。一方、理系大卒女

性は、例えば、小学校時には「小説や歴史の本を読むのが好きだった」「難しい算数・数学

の問題を解くのが好きだった」「博物館や科学館、プラネタリウムにいくことが好きだった」、

中学生時には「物理や算数を学ぶことは将来、社会に出たときに役に立つと思っていた」と

回答する傾向がありました。 

 

物理学者と理系大卒男女の大きな違いとして、物理学者は男女ともに小学校・中学校・高

校の頃に物理が好きだったと回答する割合が高かったのに対し、特に理系大卒女性は中学

生の頃に物理が好きだったと回答する割合が大きく減りました（図１）。 

 

 

図１ 物理を「好きだった」と回答した割合．理系大卒女性では中学生の頃に物理が好きだ

ったと回答する割合が大きく減っている． 

 

さらに、物理学者は理系大卒男女と比べて性役割平等主義的態度が高いという傾向があ

りました。また、特に女性の物理学者では理系大卒男女に比べて「女性は男性に比べて数学

的能力が低い」という数学ステレオタイプが弱いという傾向がありました。 

 

これらの結果は、中学生の頃に物理を嫌いになる女性を減らすことや、男女ともに幼少時

に様々な経験をすることが将来の物理選択につながる可能性を示すものです。 
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